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『日本型／世界に広がる
超やさしい財務会計』

（税務経理協会刊／本体1，200円＋税）

慶應義塾大学教授 黒川　行治

　金児　昭　著

信越化学工業株式会社顧問，日本CFO協

会最高顧問，前金融監督庁（現金融庁）顧問と

して著名な金児氏が，同氏の造語である「経

理・財務」の理念を，さらに啓蒙・普及してい

くことを目的に，2011年１月１日に，『世界「経

理・財務」研究学会』と『日本「経理・財務」

研究学会』（World and/or Japan “Accounting & 

Finance”  Association）を設立された。本書は，

当該研究学会設立直後に，会長として「経理・

財務」の理念の粋を初学者に伝えるべく，上

梓されたものである。

金児氏は，38年間の「経理・財務」の実務

体験から，企業性善説に基づいて，会社・店・

個人企業（会社等）を律する『「経理・財務」

原則』は，会社等自身の実務歴史の中から抽

出して作成していくことが，人間社会・公共

社会の幸せを実現することになると確信され

ている。しかるに，世界中が「グローバル」「イ

ンターナショナル」「アメリカン」などの財務

会計（Financial Accounting）に振り回され，企

業性悪説に重きを置いて議論をしていること

に対して，大きな危惧を抱かれている（まえ

がき２～３頁を咀嚼）。

（財務）会計情報は「社会的選択」としての会

計基準の設定と「私的選択」としての企業個々

の会計方法の選択の結果導出されるものであ

り，社会的選択と私的選択とは相互に連動す

るものであって，かつ会計と企業の経営は相

互に干渉し合っている。社会的選択である以

上，公共選択における諸規準が会計基準設定

において考慮されても良いのではないかと思

え，私自身，このような問題意識から近年，研

究をしているので，金児氏の理念に賛同し，か

つ学ばせていただく機会も多い。経済社会の

グローバリゼーション，金融資本主義の蔓延

を背景に，機関投資家を主として念頭におい

た短期的投資意思決定に役立つことを至上の

規準とする会計基準の設定が押し進められて

いるのが，会計社会の現状であろう。金児氏は，

日本の会社が培ってきた「経理・財務」のエ

ンピリカル・ナレッジ（体験知識）は，日本のみ

ならず世界に通用するものであり，人間の幸

せに役立つことを主張され続けておられる。

本書は12章から構成され，「経理・財務」

のタスク，会社の仕組みとガバナンス，会計

（簿記）に関する個々の処理方法，確定決算と

税務会計，連結会計とセグメント会計などが

主な内容である。初学者が「経理・財務」の

基礎を学ぶには，必要にして十分な内容とな

っている。なお，付録として，金児氏へのイ

ンタビュー記事，金児氏の提言，「経理・財務」

歳時記などが収録されており，金児氏の価値

観を初めて理解したいと思われる読者にも便

宜が図られている。 


